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私
は
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
十
二
月
一
日
、
歩
兵

第
二
十
連
隊
に
入
隊
し
た
。
当
日
の
入
隊
者
は
中
支
派
遣

第
十
五
師
団
歩
兵
第
六
十
七
連
隊
要
員
で
あ
り
、
十
二
月

二
十
五
日
、
原
隊
追
及
に
出
発
と
発
表
さ
れ
た
。 

 

福
知
山
か
ら
宇
品
を
出
て
瀬
戸
内
海
を
西
進
、
東
支
那

を
通
り
揚
子
江
に
達
し
、
南
京
軍
官
学
校
に
入
り
第
一
期

の
教
育
が
始
ま
っ
た
。
昭
和
十
六
年
一
月
一
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
。 

 

以
来
中
国
戦
線
で
教
育
と
江
北
の
警
備
、
作
戦
、
討
伐
、

泥
濘
の
行
軍
、
ま
た
清
郷
工
作
、
初
年
兵
教
育
、
そ
し
て
、

淅
韓
作
戦
参
加
等
中
国
戦
線
で
の
活
動
で
し
た
。 

 

そ
し
て
南
方
作
戦
参
加
の
た
め
の
大
移
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。
昭
和
十
八
年
八
月
二
十
四
日
夕
刻
、
呉
淞
港
の
岸

壁
に
着
き
、
約
二
年
八
カ
月
の
思
い
出
多
き
支
那
大
陸
を

後
に
し
て
、
船
は
静
か
に
岸
壁
を
離
れ
て
行
き
ま
し
た
。 

 

上
海
の
夜
景
を
右
に
見
な
が
ら
、
駆
逐
艦
と
潜
水
艦
に

監
視
と
護
衛
を
ま
か
せ
て
、
輸
送
船
は
東
支
那
海
を
南
へ

向
か
っ
て
航
行
す
る
。
台
湾
に
一
日
寄
港
し
た
後
、
航
海

は
な
お
も
続
く
。
そ
し
て
心
配
し
て
い
た
敵
の
奇
襲
攻
撃

も
な
く
、
約
十
二
日
間
の
航
海
で
、
無
事
メ
コ
ン
河
口
の

サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
岬
に
着
き
ま
し
た
。 

 

二
日
後
に
サ
イ
ゴ
ン
埠
頭
着
、
直
ち
に
上
陸
、
こ
こ
に

あ
る
通
過
部
隊
の
宿
営
舎
に
向
か
う
。
緑
の
街
路
樹
と
建

造
物
も
近
代
的
で
、
市
電
も
あ
り
、
小
パ
リ
と
い
わ
れ
る

街
だ
と
感
嘆
し
ま
し
た
。 

 

軍
装
を
解
く
間
も
な
く
、
紺
碧
の
空
の
一
隅
に
黒
い
雲

が
見
え
た
と
こ
ろ
、
見
る
見
る
青
空
を
消
し
て
行
く
や
、

間
も
な
く
「
バ
ケ
ツ
」
の
水
を
ぶ
ち
ま
け
た
よ
う
な
大
雨

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
良
く
聞
い
て
い
た
「
ス
コ

ー
ル
」
で
あ
る
。
皆
真
裸
に
な
っ
て
、
石
鹸
と
タ
オ
ル
を

持
っ
て
外
へ
飛
び
出
し
て
身
体
を
洗
い
ま
し
た
。 

 
そ
し
て
一
時
間
も
経
た
な
い
内
に
雨
は
止
み
、
元
の
紺

碧
の
空
に
戻
り
ま
す
。 
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夜
は
南
十
字
星
を
仰
ぎ
見
て
、
常
夏
の
南
方
に
あ
る
身

の
感
触
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。
街
に
出
る
と
フ
ラ
ン

ス
人
の
男
女
、
安
南
娘
の
花
売
り
姿
と
、
日
本
人
商
社
の

建
物
も
あ
り
、
商
社
員
の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
軍
人

の
立
入
禁
止
地
区
で
「
シ
ョ
ー
ロ
ン
」
と
言
う
支
那
人
街

も
有
り
ま
し
た
。
す
べ
て
深
く
印
象
に
残
っ
た
「
サ
イ
ゴ

ン
」
の
風
景
で
し
た
。 

 

約
一
カ
月
足
ら
ず
の
滞
在
で
、
幾
多
の
思
い
出
を
残
し

て
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
向
か
っ
て
、

メ
コ
ン
河
を
遡
航
し
ま
し
た
。
両
岸
に
見
え
る
ゴ
ム
林
、

椰
子
林
、
水
と
緑
と
空
高
く
並
立
つ
建
造
物
、
そ
し
て
宮

殿
な
ど
、
自
然
と
調
和
す
る
素
晴
ら
し
い
景
観
で
し
た
。 

 

約
一
昼
夜
で
タ
イ
国
の
バ
ン
コ
ッ
ク
へ
到
着
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
一
晩
の
大
休
止
と
な
り
ま
し
た
。
街
に
は
セ
ー
ラ

ー
服
の
女
子
学
生
達
が
い
て
、
日
本
に
い
る
か
の
よ
う
な

錯
覚
に
お
ち
い
り
ま
す
。 

 

翌
朝
、
再
び
屋
根
の
な
い
貨
物
列
車
で
プ
ノ
ン
ペ
ン
に

向
か
っ
て
行
き
ま
す
。
座
っ
た
ま
ま
身
動
き
出
来
な
い
位

満
載
で
、
列
車
は
石
炭
の
代
わ
り
に
薪
を
燃
料
と
し
、
列

車
か
ら
は
火
の
粉
が
飛
び
散
る
始
末
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
目
的
地
の
タ
イ
国
の
第
二
の
都
市
チ

ェ
ン
マ
イ
に
到
着
し
、
こ
こ
で
日
本
製
自
転
車
を
受
領
し

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
自
転
車
行
軍
で
、
兵
器
、
弾
薬
、
食

糧
等
を
積
み
込
ん
で
出
発
し
ま
し
た
。
し
か
し
道
路
は
工

兵
隊
が
速
攻
の
た
め
作
っ
た
粗
雑
な
山
道
で
、
受
領
し
た

新
車
も
故
障
が
続
出
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

か
く
し
て
自
転
車
は
廃
品
に
近
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま

い
、
目
的
地
ビ
ル
マ
・
メ
イ
ミ
ョ
ー
か
ら
マ
ン
ダ
レ
ー
北

部
の
部
落
ま
で
双
牛
車
を
調
達
、
こ
れ
に
弾
薬
、
食
糧
等

を
積
み
、
今
度
は
双
牛
車
輸
送
部
隊
と
し
て
出
発
し
ま
し

た
。 

 

サ
ガ
イ
ン
、
コ
ー
リ
ン
、
ウ
ン
ト
ウ
を
経
て
チ
ン
ド
イ

ン
河
の
渡
河
地
点
に
向
か
っ
て
行
進
し
ま
し
た
。
こ
の
道

路
も
工
兵
隊
の
応
急
工
事
し
た
山
岳
道
路
が
多
く
、
牛
が

へ
ば
っ
て
動
か
な
い
。
こ
の
辺
で
早
く
も
敵
飛
行
機
、
偵

察
機
も
飛
来
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

チ
ン
ド
イ
ン
河
も
近
く
な
っ
て
来
た
と
感
じ
な
が
ら
、

弱
っ
た
牛
の
尻
を
叩
く
の
で
す
が
双
牛
車
は
遅
々
と
し
て
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進
ま
な
い
。
こ
う
し
て
つ
い
に
目
的
地
チ
ン
ド
イ
ン
河
畔

の
手
前
に
到
着
し
ま
し
た
。 

 
こ
こ
で
荷
物
を
降
ろ
し
、
中
隊
の
野
営
地
に
集
合
、
弾

薬
、
糧
秣
を
受
領
し
、
各
自
一
カ
月
分
の
米
、
味
噌
、
醤

油
、
カ
ン
パ
ン
を
背
嚢
に
積
み
込
み
、
兵
器
の
手
入
れ
を

し
て
、
戦
闘
準
備
を
完
了
し
た
の
で
す
が
、
未
だ
出
発
の

命
令
が
出
な
い
。
皆
が
待
ち
遠
し
い
思
い
で
い
る
時
、
い

よ
い
よ
作
戦
開
始
と
な
り
、
チ
ン
ド
イ
ン
河
の
渡
河
は
三

月
十
五
日
と
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

一 

作
戦
開
始
と
ア
ラ
カ
ン
山
脈
踏
破 

 

四
時
頃
で
あ
る
。
「
進
め
」
と
低
い
が
力
強
い
号
令
が
あ

り
、
河
に
向
か
っ
て
進
む
。
配
属
の
工
兵
隊
が
操
作
す
る

舟
艇
に
乗
り
込
む
。
合
図
と
共
に
、
対
岸
に
向
け
全
速
力

で
進
み
、
砂
原
に
乗
り
上
げ
上
陸
す
る
。
敵
前
上
陸
で
あ

る
。
直
ち
に
散
開
し
速
攻
に
移
り
ま
し
た
が
、
待
ち
か
ま

え
て
い
る
敵
の
姿
は
無
く
、
一
発
の
銃
声
も
聞
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
こ
で
大
休
止
の
場
所
を
さ
が
し
、
休
憩
、
服
装
を
整

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ふ
と
見
る
と
、
塩
の
袋
が
あ

る
。
そ
の
付
近
一
面
に
掘
り
か
え
し
た
跡
が
見
え
、
敵
さ

ん
の
キ
ャ
ン
プ
の
跡
と
わ
か
り
、
掘
り
か
え
す
と
魚
の
缶

詰
、
練
乳
缶
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
砂
糖
、
紅
茶
等
が
出
て
き

て
、
皆
で
分
け
て
持
っ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

い
よ
い
よ
こ
こ
か
ら
敵
を
追
っ
て
の
、
峻
険
な
ア
ラ
カ

ン
山
脈
踏
破
で
す
。
三
千
～
五
千
メ
ー
ト
ル
の
連
山
に
向

け
戦
闘
体
制
で
出
発
し
ま
し
た
。
タ
ナ
ン
、
フ
ミ
ー
ネ
を

通
過
し
、
三
日
間
位
歩
き
続
け
ま
し
た
。
時
折
、
敵
の
偵

察
機
が
低
空
で
飛
来
し
、
部
隊
員
は
木
陰
に
身
を
か
く
し

な
が
ら
の
行
軍
で
す
。 

 

未
だ
敵
兵
と
の
接
触
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
だ
ん
だ

ん
、
先
行
隊
の
戦
闘
の
跡
や
、
所
々
に
敵
兵
の
死
体
を
見

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
尾
根
近
い
道
路
を
進
行

中
、
突
然
見
え
て
来
た
前
方
上
方
で
、
大
山
火
事
が
見
え

ま
し
た
。
敵
さ
ん
の
放
火
だ
と
身
構
え
た
の
で
す
が
、
こ

れ
は
土
着
民
達
の
焼
き
畑
農
業
で
の
野
焼
き
の
火
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
炎
は
火
柱
を
立
て
、
山
肌
を
焦
が
し
て
行

く
様
子
は
見
事
な
も
の
で
し
た
。 

 

夜
に
な
る
と
チ
ー
ク
林
の
中
で
休
憩
し
ま
し
た
。
し
か
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し
夜
中
に
な
る
と
、
葉
か
ら
落
ち
る
露
は
大
粒
の
雨
の
よ

う
で
、
携
帯
天
幕
を
か
ぶ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
眠
ら
れ

た
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
夜
明
け
前
に
目
を
醒
ま
し
て

見
ま
す
と
、
天
幕
は
び
し
ょ
濡
れ
で
す
。 

 

第
十
中
隊
の
中
西
隊
と
、
第
十
一
中
隊
の
一
個
小
隊
、

里
内
小
隊
と
指
揮
班
を
編
成
し
、
広
岡
中
尉
が
広
岡
隊
と

し
て
今
後
の
指
揮
を
と
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
に
も
絶
え
ず
敵
偵
察
機
が
飛
来
し
ま
し
た
。
出

発
命
令
が
出
て
、
一
日
位
歩
い
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
が
サ
ン

ジ
ャ
ッ
ク
が
近
い
地
点
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
よ
り
本

田
挺
進
隊
は
右
方
向
の
ウ
ク
ル
ー
ル
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
向

け
て
前
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
我
々
は
本
道
に
沿

っ
て
西
に
向
か
っ
て
行
き
、
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
を
過
ぎ
る
と

道
路
は
広
く
な
り
、
な
だ
ら
か
な
下
り
斜
面
と
な
っ
た
道

路
を
進
む
。 

 

偵
察
機
が
飛
来
す
る
度
に
道
路
の
両
側
に
寄
り
、
木
陰

に
身
を
か
く
し
な
が
ら
の
前
進
で
し
た
。 

 
 

二 

「
三
五
二
四
高
地
」
攻
撃 

 

道
路
の
前
方
に
山
の
稜
線
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
全
隊
は
静
か
に
山
麓
に
向
か
っ
て
進
み
、
そ
し
て
、

山
裾
に
着
い
て
第
十
一
中
隊
は
右
側
に
、
第
十
中
隊
は
左

側
に
展
開
し
て
、
荷
物
は
全
部
置
い
て
薄
暮
を
待
ち
ま
し

た
。
稜
線
上
か
ら
は
敵
が
い
る
ら
し
く
声
が
聞
こ
え
て
く

る
。 

 

少
し
暮
れ
か
け
て
き
て
、
い
ざ
一
戦
を
決
行
す
る
時
が

来
た
。
木
立
の
中
な
の
で
擲
弾
筒
は
射
て
な
か
っ
た
が
、

軽
機
の
掩
護
射
撃
で
中
腹
ま
で
登
り
、
そ
れ
よ
り
一
気
に

突
撃
を
敢
行
し
稜
線
上
へ
走
り
登
っ
た
。 

 

敵
は
軽
機
を
発
射
し
た
時
、
早
く
も
退
却
し
て
行
っ
た

も
の
と
思
う
。
一
発
の
弾
も
射
っ
て
来
な
か
っ
た
。
稜
線

上
に
は
軽
迫
撃
砲
、
自
動
小
銃
と
弾
薬
等
を
残
し
て
敗
走

し
て
い
る
が
、
す
で
に
暗
く
な
っ
て
来
て
、
様
子
は
よ
く

分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
三
五
二
四
高
地
」
を
占

領
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
西
方
か
な
た
に
、
赤
々
と

灯
が
見
え
る
。
イ
ン
パ
ー
ル
だ
ろ
う
。 

 

そ
れ
か
ら
休
む
間
も
な
く
稜
線
上
に
、
各
々
二
メ
ー
ト

ル
位
の
間
隔
を
開
け
て
壕
を
掘
る
。
そ
し
て
大
分
時
間
も

経
っ
た
頃
、
交
代
で
山
麓
に
置
い
て
き
た
装
具
を
指
揮
班
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の
位
置
付
近
に
集
め
食
事
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し

て
黎
明
を
利
用
し
て
昼
食
、
夕
食
の
た
め
に
枯
竹
を
集
め

て
炊
さ
ん
の
準
備
を
し
て
置
く
こ
と
と
し
た
。 

 

こ
こ
が
目
的
の
「
三
五
二
四
高
地
」
だ
。
イ
ン
パ
ー
ル

へ
の
道
で
あ
る
。
我
々
は
「
三
五
二
四
高
地
」
の
北
側
で

少
し
低
く
な
っ
て
い
る
所
を
通
っ
て
、
こ
の
高
地
の
前
を

イ
ン
パ
ー
ル
方
面
に
な
だ
ら
か
な
斜
面
を
真
っ
直
に
通
っ

て
行
く
。
夕
べ
見
た
明
か
り
は
や
は
り
イ
ン
パ
ー
ル
の
街

で
あ
っ
た
。 

 

距
離
に
し
て
、
二
千
メ
ー
ト
ル
位
に
見
え
る
。
そ
の
中

間
位
に
あ
る
部
落
は
ヤ
イ
ガ
ン
ポ
ピ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

南
北
に
見
え
る
道
は
ブ
シ
エ
ン
プ
ー
ル
―
イ
ン
パ
ー
ル  

―
コ
ヒ
マ
に
通
ず
る
イ
ン
パ
ー
ル
街
道
ら
し
い
。
目
前
に
、

な
だ
ら
か
な
斜
面
で
木
が
一
本
も
無
い
、
田
圃
と
な
り
イ

ン
パ
ー
ル
の
街
へ
道
路
が
、
集
中
し
て
い
る
。 

 

一
番
前
の
壕
に
は
田
中
分
隊
長
が
入
る
よ
う
に
壕
が
掘

っ
て
あ
る
。
そ
こ
で
座
っ
て
前
方
を
見
な
が
ら
、
「
分
隊
長

殿
、
十
日
程
で
イ
ン
パ
ー
ル
を
制
圧
出
来
る
で
し
ょ
う
か
」

と
聞
く
も
、
慎
重
な
班
長
は
、
「
そ
う
だ
な
あ
」
「
ど
う
だ

ろ
う
」
と
確
か
な
返
事
が
な
い
。 

 

北
方
よ
り
烈
兵
団
と
第
六
十
連
隊
と
本
田
挺
進
隊
が
、

南
方
よ
り
弓
兵
団
と
第
五
十
一
連
隊
と
我
が
第
六
十
七
連

隊
の
第
一
大
隊
が
、
東
方
よ
り
我
が
第
六
十
七
連
隊
の
第

二
大
隊
と
中
西
隊
広
岡
隊
が
包
囲
態
勢
の
配
置
が
出
来
て

い
る
。
し
か
し
、
友
軍
の
飛
行
機
が
来
な
い
し
、
戦
車
は

無
し
、
重
砲
火
機
も
望
み
薄
と
の
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は

戦
力
的
に
も
何
と
し
て
も
気
掛
か
り
で
あ
る
。 

 

左
側
に
第
十
中
隊
が
布
陣
し
た
。
こ
こ
が
し
ば
し
の
陣

地
で
あ
り
住
ま
い
で
あ
る
。
木
を
伐
っ
て
来
て
全
部
の
壕

を
偽
装
し
て
敵
状
観
察
で
あ
る
。 

 

敵
の
偵
察
機
が
何
回
と
な
く
飛
来
す
る
と
、
敵
の
砲
弾

が
は
じ
め
て
、
頭
上
を
「
シ
ュ
ル
シ
ュ
ル
」
と
音
を
残
し

て
、
後
方
の
山
腹
に
煙
弾
が
白
煙
を
上
げ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
後
、
連
続
し
て
十
数
発
が
頭
上
を
飛
び
、
後
方
の
山

に
炸
裂
す
る
。
次
は
少
し
右
方
向
へ
、
ま
た
次
は
左
方
向

へ
、
何
回
と
な
く
頭
上
を
越
え
て
炸
裂
す
る
。 

 
砲
弾
が
止
ま
る
と
、
偵
察
機
が
飛
来
し
、
ま
た
時
々
は

戦
闘
機
の
機
銃
掃
射
を
射
ち
込
ん
で
行
く
。
全
く
に
ぎ
や
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か
で
あ
る
。
弾
着
の
測
定
と
日
本
軍
捜
し
で
あ
る
。
必
ず

壕
に
入
り
、
遮
蔽
物
に
身
を
か
く
す
。
頭
上
で
音
が
聞
こ

え
る
時
は
何
の
心
配
は
な
い
。 

 

壕
か
ら
頭
を
出
し
て
、
前
方
を
観
察
す
る
と
、
ヤ
イ
ガ

ン
ポ
ピ
で
は
人
影
が
見
え
、
自
動
車
ま
た
は
戦
車
が
二
両

位
見
え
る
。
そ
し
て
、
山
麓
ま
で
来
て
は
引
き
返
し
て
行

く
。
こ
の
よ
う
な
事
が
二
、
三
日
続
く
。
チ
ン
ド
イ
ン
渡

河
点
で
は
背
に
く
い
込
む
程
だ
っ
た
食
糧
も
少
な
く
な
っ

て
ゆ
く
。
い
つ
ま
で
続
く
か
、
後
方
か
ら
の
増
援
軍
も
、

食
糧
の
補
給
も
全
く
無
い
、
敵
の
動
向
の
観
察
の
日
々
で

あ
っ
た
。 

 

先
輩
や
同
年
兵
等
と
、
イ
ン
パ
ー
ル
攻
略
に
つ
い
て
、

話
し
合
い
を
す
る
。
し
か
し
友
軍
の
飛
行
機
は
、
渡
河
以

来
一
度
も
見
え
な
い
。
今
完
全
に
、
制
空
権
を
握
ら
れ
て

い
る
現
状
で
の
行
動
に
は
無
理
が
あ
る
。
重
砲
火
機
の
援

護
も
、
期
待
出
来
そ
う
も
な
い
等
、
種
々
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
、
し
か
し
結
論
は
身
を
以
っ
て
現
地
点
を
死
守
す

る
こ
と
と
な
る
。
あ
の
死
闘
の
イ
ン
パ
ー
ル
を
眼
前
に
し

た
一
時
で
あ
る
。 

【
解 
 

説
】 

 

体
験
記
執
筆
者
は
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
、
歩
兵

第
二
十
連
隊
に
入
隊
、
中
支
派
遣
第
十
五
師
団
歩
兵
第
六

十
七
連
隊
要
員
と
し
て
十
二
月
二
十
五
日
に
内
地
を
出
発

す
る
。 

 

連
隊
は
昭
和
十
三
年
再
編
さ
れ
、
八
月
に
上
海
に
上
陸
、

南
京
に
進
出
し
て
同
地
の
警
備
に
当
た
っ
て
い
た
。
執
筆

者
は
、
福
知
山
か
ら
宇
品
、
揚
子
江
を
遡
航
し
て
昭
和
十

六
年
一
月
、
南
京
軍
官
学
校
に
入
り
第
一
期
の
教
育
を
受

け
、
そ
し
て
中
国
戦
線
で
教
育
と
並
行
し
て
江
北
の
警
備
、

作
戦
、
討
伐
、
泥
濘
の
行
軍
、
ま
た
清
郷
工
作
、
初
年
兵

教
育
、
そ
し
て
、
淅
韓
作
戦
参
加
等
中
国
戦
線
で
活
動
し

た
。 

 

中
支
に
約
二
年
八
カ
月
、
次
い
で
ビ
ル
マ
作
戦
で
あ
る
。

サ
イ
ゴ
ン
着
、
約
一
カ
月
の
滞
在
で
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
入

る
。 

 

こ
こ
か
ら
は
列
車
で
バ
ン
コ
ッ
ク
を
通
り
、
チ
ェ
ン
マ

イ
に
到
着
、
日
本
製
自
転
車
の
受
領
を
す
る
。
銀
輪
部
隊

も
、
工
兵
隊
が
作
っ
た
粗
雑
な
山
道
の
困
難
な
行
軍
で
、
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自
転
車
も
故
障
続
出
と
い
う
こ
と
。
マ
ン
ダ
レ
ー
北
部
で

は
、
双
牛
車
輸
送
部
隊
と
な
る
。 

 
三
月
十
五
日
、
第
十
五
師
団
は
チ
ン
ド
ウ
ィ
ン
渡
河
に

成
功
、
連
隊
か
ら
は
第
三
大
隊
（
本
多
挺
進
隊
）
が
抽
出

さ
れ
、
攻
撃
に
参
加
、
連
隊
主
力
は
祭
兵
団
（
第
十
五
師

団
）
の
指
揮
を
離
れ
、
第
十
五
軍
の
直
轄
部
隊
と
し
て
、

ビ
ル
マ
領
内
に
進
出
し
た
ウ
ィ
ン
ゲ
ー
ト
空
挺
部
隊
の
掃

蕩
を
命
ぜ
ら
れ
、
四
月
に
な
っ
て
、
第
十
五
軍
の
直
轄
を

解
か
れ
て
イ
ン
パ
ー
ル
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
イ
ン
パ
ー

ル
を
指
呼
の
間
に
見
る
「
三
五
二
四
高
地
」
を
占
領
す
る
。

西
方
の
か
な
た
に
、
赤
々
と
イ
ン
パ
ー
ル
の
灯
が
見
え
た

と
い
う
。 

 

こ
の
ウ
ィ
ン
ゲ
ー
ト
空
挺
部
隊
と
は
飛
行
機
に
牽
引
さ

れ
た
百
機
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
と
延
べ
六
百
機
の
ダ
コ
タ
機

（
短
距
離
空
輸
用
輸
送
機
）
で
ビ
ル
マ
北
部
の
イ
ン
ド
ゥ

か
ら
四
十
～
七
十
キ
ロ
の
周
辺
四
カ
所
に
降
下
し
、
第
十

八
師
団
の
背
後
の
連
絡
線
を
遮
断
し
て
い
た
。 

 

本
来
、
ビ
ル
マ
駐
屯
の
日
本
軍
は
ビ
ル
マ
防
衛
の
任
務

に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
牟
田
口
第
十
五
軍
司
令
官
の
希

望
に
よ
っ
て
、
ビ
ル
マ
・
イ
ン
ド
国
境
を
越
え
て
連
合
軍

の
根
拠
地
で
あ
る
イ
ン
パ
ー
ル
を
占
領
し
よ
う
と
し
た
の

が
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
あ
る
。 

 

し
か
し
こ
こ
に
は
何
万
の
軍
隊
が
進
撃
を
す
る
に
は
大

き
な
障
害
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
イ
ン
パ
ー
ル
を
囲
む
地
形

で
あ
っ
た
。 

 

イ
ン
パ
ー
ル
を
攻
め
る
に
は
標
高
千
数
百
メ
ー
ト
ル
・

幅
五
十
キ
ロ
・
南
北
百
六
十
キ
ロ
の
ジ
ュ
ピ
ー
山
系
、
ビ

ル
マ
第
二
の
チ
ン
ド
ウ
ィ
ン
河
、
最
大
の
難
所
と
言
わ
れ

た
ア
ラ
カ
ン
山
系
な
ど
が
あ
る
。
イ
ン
パ
ー
ル
盆
地
は
、

そ
の
ア
ラ
カ
ン
山
脈
の
山
間
に
あ
り
、
ま
と
も
な
道
路
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。 

 

チ
ン
ド
ウ
イ
ン
河
を
渡
河
し
た
本
多
挺
進
隊
は
、
祭
兵

団
の
最
右
翼
と
し
て
ア
ラ
カ
ン
山
脈
を
越
え
、
二
十
八
日

に
は
コ
ヒ
マ
と
イ
ン
パ
ー
ル
の
連
絡
路
を
遮
断
し
た
が
、

六
月
と
な
り
、
本
格
的
雨
期
に
な
っ
て
来
た
。
こ
う
し
た

悪
い
条
件
の
時
、
イ
ン
パ
ー
ル
を
指
呼
の
間
に
見
る
「
三

五
二
四
高
地
」
「
四
二
四
一
高
地
」
の
攻
撃
を
も
展
開
し
て

い
る
。 
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実
際
に
イ
ン
パ
ー
ル
ま
で
の
行
程
は
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
、

河
、
山
と
の
戦
い
で
あ
り
、
兵
た
ち
の
食
料
を
担
い
で
の

行
軍
は
、
多
く
の
戦
記
・
類
書
に
書
か
れ
て
い
る
ご
と
き

悲
惨
の
一
語
に
尽
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。 


